
● その他、レビー小体病、前頭側頭型認知症（ピック病、運動神経疾患を伴う認知症など）、
　クロイツフェルト・ヤコブ病（プリオン病）、ハンチントン病、パーキンソン病、HIV 脳症
　（エイズ）、脳外傷後脳症（高次脳機能障害）、正常圧水頭症、脳腫瘍、甲状腺機能低下症、
　VitB1 欠乏症、VitB12 欠乏症、頭蓋内放射線照射など、100 以上の病気があります。
● 仮性認知症（本当の認知症ではない）（うつ病など）

 第 2期 ･･･  
  

● 日本ではアルツハイマー病が約 70％（欧米では 70 ～ 80％）、血管性認知症が約 20％
　 の割合です。

正常高齢者の大脳

第 1期 ･･･  

アルツハイマー病（第１期） アルツハイマー病（第２期） アルツハイマー病（第３期）

・病期は、

 脳機能障害高度、言語がなくなり、失外套症状群（一 種の植物状態）、 四肢
 拘縮、屈曲姿勢など
 （CT、MRI、脳波検査などで著明な異常）

記憶障害で始まり、見当識障害、不安、焦燥など
（CT、MRI、脳波などの検査は、正常範囲）

理解力・判断力などの障害、着衣失行、失認、計算 障害、多幸、 落ち 着き
のなさ、けいれん、保続症、 鏡現象、人格変化など
（CT、MRI、脳波などの検査で異常所見）

第 3期 ･･･

　・アルツハイマーは、最初の症例報告をした研究者の名前です。
　・大多数は、原因不明です。少数は、家族性（第 1,14 染色体に
　　遺伝子変異がある）があります。
　・主症状は、前述の認知症の症状です。即ち、記憶、見当識、
　　判断力、理解力などの障害です。
　・副（周辺）症状（BPSD 行動心理症状）は、うつ状態、幻覚・
　　妄想（物盗られ妄想など）、行動障害、せん妄、不安などです。

（厚生労働省研究班調査結果）

＊最近、前臨床期（症状がない）→MCI（軽度認知障害：認知症予備軍）

●  アルツハイマー病　（ICD-11:6D80)





老人斑（βアミロイド）の生体画像

神経原線維変化（リン酸化タウ蛋白）生体画像

Maruyama M, et al：Neuron 79：1094-1108（2013）

Rowe CC, et ai : Neurology 68 : 1718-1725(2007) 
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（ICD-11:6D81)( 脳血管疾患による認知症）





（ICD-11：6D83）

など多数の疾患が包含されて
います。

口唇傾向、
不潔など（具体的には人前でも万引きをしたり、わいせつ行為をしたり、
高速道路を逆走するなど）


